
①ダブルスに必要な「テリトリー」という国際共通語 
（全英でも全仏でも全米でも全豪でも共通です。） 

ダブルスは２人でやるので、暗黙の共通語が必要です。 
相手が打つ位置によって、テリトリーが変わります。 
平行陣形では自分の上を越えたロブも自分で取ります。 
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②深い返球は「テリトリー」を狭くしてくれます。 
逆に、浅いショートクロスは自滅行為です。 

ショートクロスに打つ場合は、決めるボールを打つこと。 
そうしないと、テリトリーが広がって抜かれてしまいます。 
決められないなら、深く返すのが暗黙のルールです。 
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③上級者は「狭いテリトリー」を自分で作ります。 
但し、サーブを正確に深く打てない人は無理です。 

サーブをどこに打つか決めておけば、狭いテリトリーを作れます。 
センターに深いサーブを入れる約束をして前衛が前に出ます。 
打つ前に打ち合わせをするか、前衛が背中で指合図をします。 
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